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感
じ
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催
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２
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ｐ
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上田さんに感謝状上田さんに感謝状
人権擁護委員感謝状人権擁護委員感謝状　

　

人
権
擁
護
委
員
を
９
月
に
退
任
さ

れ
た
上
田
昭
子
さ
ん
（
開
墾
）
に
法

務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
10
月
15

日
に
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
上
田
さ
ん
は
旧
岡

原
村
時
代
か
ら
12
年
間
、
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
活
躍
。

　

上
田
さ
ん
は
「
一
つ
の
事
案
に
長

い
時
間
を
か
け
て
解
決
し
て
い
き
ま

し
た
。
役
目
を
終
え
て
ひ
と
つ
肩
の

荷
が
お
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局
の
園

田
支
局
長
は
「
地
元
に
密
着
し
た
活

動
を
さ
れ
大
変
助
か
り
ま
し
た
」
と

感
謝
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

▲　感謝状を手にする上田さん（中央）と園田支局長(右）

安全に登下校できるように安全に登下校できるように
自転車無料点検実施自転車無料点検実施

　

10
月
10
日
に
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
で
、

あ
さ
ぎ
り
町
自
動
車
整
備
会
（
中
尾

健
一
会
長
）
と
県
自
転
車
二
輪
車
商

協
同
組
合
上
球
磨
支
部
（
田
山
泰
則

支
部
長
）
が
自
転
車
通
学
生
の
自
転

車
無
料
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
生
徒
た
ち
が
安
全
に
自
転

車
に
乗
れ
る
よ
う
に
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
両
団
体

の
17
人
が
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
具
合
や

空
気
圧
の
調
整
な
ど
細
か
に
点
検
。

賠
償
責
任
保
険
や
傷
害
保
険
加
入
の

有
無
な
ど
も
調
べ
ま
し
た
。

▲　一台一台、丁寧に点検

　

町
内
５
つ
の
地
区
の
第
一
弾
と
し

て
、
10
月
26
日
に
、
須
恵
文
化
ホ
ー

ル
で
須
恵
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
日
頃
の
文
化
活
動
の
発
表

と
と
も
に
、
福
岡
在
住
の
田
中
一
彦

さ
ん
に
よ
る
エ
ン
ブ
リ
ー
博
士
研
究

に
つ
い
て
の
講
演
と
、
つ
つ
じ
ヶ
丘

学
園
開
園
40
年
の
歩
み
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
協
会
の
会
員
に
よ
る
日

舞
や
ダ
ン
ス
、
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
と

な
り
ま
し
た
。
会
場
入
り
口
で
は
、
須

恵
保
育
所
園
児
に
よ
る
大
き
な
飾
り
物

が
、
来
場
者
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

芸術の秋芸術の秋
須恵校区文化祭開催須恵校区文化祭開催

夢や目標を持って生きて！夢や目標を持って生きて！
薬物乱用防止教育講演会薬物乱用防止教育講演会

　

10
月
17
日
に
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
で

３
年
生
を
対
象
に
、
薬
物
乱
用
防
止

教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

俳
優
で
自
ら
も
薬
物
を
使
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
弟
が
薬
物
依
存
症
に
な
っ

た
と
い
う
内
谷
正
文
さ
ん
が
、
実
体

験
を
も
と
に
し
た
１
人
芝
居
と
講
演

で
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
生
徒
た
ち
に

伝
え
ま
し
た
。
内
谷
さ
ん
は
「
薬
物

を
勧
め
る
大
人
か
ら
絶
対
に
だ
ま
さ

れ
な
い
よ
う
に
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
福
田
空
希
さ
ん

（
今
井
）
は
「
薬
物
の
怖
さ
が
わ
か
り

ま
し
た
。
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲　生徒たちと対話をしながら講演する内谷さん▲　エンブリー博士研究の発表をする田中さん
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10
月
22
日
に
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
を

ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
す
る
球
磨
人

吉
中
体
連
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

女
子
の
部
に
は
、
あ
さ
ぎ
り
中
学

校
の
２
チ
ー
ム
を
含
む
11
校
15
チ
ー

ム
が
出
場
。
土
砂
降
り
だ
っ
た
雨
も

ぴ
た
り
と
や
ん
だ
午
前
10
時
、
号
砲

と
と
も
に
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
し
、
５
区
間
12
㌔

の
コ
ー
ス
を
た
す
き
で
つ
な
ぎ
ま
し

た
。
あ
さ
ぎ
り
中
Ａ
チ
ー
ム
は
、
２

区
の
中
村
円
香
選
手
（
築
地
）、
３
区

の
那
須
陽
花
里
選
手
（
永
岡
）、
４
区

の
大
西
優
花
選
手
（
堀
角
）
が
３
区

間
連
続
区
間
賞
と
い
う
走
り
を
み
せ
、

見
事
準
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
県
大
会

へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。Ｂ
チ
ー

ム
は
14
位
で
し
た
。

　

男
子
の
部
は
、６
区
間
20
㌔
の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
12
校
18
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
正
午
に
１
区
の

選
手
た
ち
が
ス
タ
ー
ト
。
あ
さ
ぎ
り

Ａ
チ
ー
ム
が
６
位
に
入
賞
、
5
区
の

市
岡
瑞
貴
選
手
（
下
里
）
が
見
事
区

間
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
Ｂ
チ
ー
ム
は

16
位
で
し
た
。

【
結
果
】﹇
女
子
の
部
﹈

優
勝　

湯
前
中

２
位　

あ
さ
ぎ
り
中

３
位　

人
吉
二
中

﹇
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
成
績
﹈（
敬
称
略
）

２
位　

あ
さ
ぎ
り
中
Ａ

　
（
溝
口
七
海
、
中
村
円
香
、
那
須
陽
花
里
、

　

大
西
優
花
、
平
田
真
里
菜
）

14
位　

あ
さ
ぎ
り
中
Ｂ

　
（
本
村
優
紀
、
高
田
玲
奈
、
小
屋
松
千
喜
、

　

井
上
も
な
み
、
橋
口
木
葉
）

﹇
男
子
の
部
﹈

優
勝　

人
吉
二
中

２
位　

湯
前
中

３
位　

錦
中

﹇
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
成
績
﹈（
敬
称
略
）

６
位　

あ
さ
ぎ
り
中
Ａ

　
（
西
一
将
、宮
原
正
顕
、谷
口
空
、岩
川
智
也
、

　

市
岡
瑞
貴
、
田
村
祐
輝
）

16
位　

あ
さ
ぎ
り
中
Ｂ

　
（
中
村
廉
、
尾
方
皇
太
、
谷
川
公
章
、

　

那
須
大
成
、
國
政
樹
、
野
村
隆
太
）　

あさぎり中女子Aチーム準優勝！
平成26年度球磨人吉中体連駅伝競技大会

①女子の部がスタート　②男子の部、花の１区がスタート　③女子の部は躍進賞も受賞しました

①

③ ②

全国大会出場
おめでとうございます

第
45
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
大
会
（
神
奈
川
県
10
月
31
日
〜

11
月
２
日
）　　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

男
子
共
通
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー

　

あ
さ
中
３
年　

永
井
聖
也
（
築
地
）

女
子
３
年
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　

あ
さ
中
３
年　

別
府
明
佳
（
別
府
）

男
子
１
年
１
０
０
ｍ

　

あ
さ
中
１
年　

那
須
千
晴
（
久
鹿
）
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▲　あるある体操をする参加者

おめでとうございますおめでとうございます
白柿ミ子さんが１００歳白柿ミ子さんが１００歳　

　

11
月
１
日
に
白
柿
ミ
子
さ
ん
（
下

乙
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

同
月
４
日
に
愛
甲
町
長
か
ら
花
束
と

お
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
柿
さ
ん
は
大
正
３
年
生
ま
れ
、

６
人
の
子
ど
も
と
13
人
の
孫
、
ひ
孫

25
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

白
柿
さ
ん
は
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
全
て
行
い
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で

も
食
べ
、
特
に
巻
き
寿
司
と
果
物
が

好
物
。
長
生
き
の
秘
訣
を
聞
く
と「
好

き
な
も
の
を
食
べ
、
怒
ら
な
い
こ
と
。

家
族
の
皆
が
良
く
し
て
く
れ
る
か
ら

う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

▲　大好きな花を見て喜ぶ白柿さん（右）

　10月８、９日の２日間、いきいきサロン事業関係者の研修・交流会がポッポー館で開催されました。 
２日間で 109人の参加があり、町内サロンの紹介後、現状と問題点などを話し合いました。 
　ボランティアの展開に向けた頼もしい意見も出され、今後も皆さんと協力してサロン事業を進めていき
たいと思います。 

問い合わせ　　福祉課　☎45-7231／社会福祉協議会　☎49-4505

▲　たくさんの意見が出されていました

サロ
ン

だより
平成 26年度
介護予防サポーター養成講座が終了しました

『和綿』でつながる地域の和『和綿』でつながる地域の和
和綿の里づくり会で収穫祭　

　

10
月
28
日
に
須
恵
地
区
の
『
和
綿

の
里
づ
く
り
会
』（
恒
松
祐
輔
代
表
）

が
栽
培
し
た
和
綿
の
収
穫
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
須
恵
小
学
校
の
児

童
や
南
稜
高
等
学
校
、
球
磨
工
業
高

等
学
校
の
生
徒
、
地
元
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
か
ら
約
１
６
０
人
が
参
加
し
、

『
和
綿
』
の
摘
み
取
り
作
業
に
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
24
．５
㌔
の
和
綿
を
収

穫
す
る
こ
と
が
で
き
、
昨
年
に
比
べ

る
と
収
穫
量
が
増
え
ま
し
た
。
和
綿

は
、
来
年
の
３
月
ま
で
収
穫
を
行
い
、

シ
ョ
ー
ル
な
ど
の
製
品
に
な
り
ま
す
。

▲　たくさんの和綿が収穫できました
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　問い合わせ　　あさぎり町婚活支援事務局　　☎49-9211
　　　　　　　　　　（商工観光課　ポッポー館内）
　　　　　　　　　メールアドレス　asagiri-konkatsu@ezweb.ne.jp

 １２月はみんなで楽しく
『クリスマスパーティー』です！

イベント　　　球磨郡９町村合同企画イベント
開催日時　　　12月６日（土）　午後６時30分から
　　　　　　　※募集締め切り　11月21日（金）
開催場所　　　あさぎり町内
募集人員　　　男女各４５人を予定
　　　　　　※各町村男女それぞれ５人程度を予定しております。
　　　　　　　応募者多数の場合は、抽選となります。
参加費　　　　男性２，５００円
　　　　　　　女性１，５００円
※参加者の状況や他町村との合同イベントにより内容などが変更にな
る場合がありますのであらかじめご了承ください。

　今後も毎月１回程度イベントを開催
予定です。内容が決まりましたら「あ
さぎり町ホームページ」で告知をしま
すのでチェックしてみてください。
　イベントは通常 30 歳代・40 歳代以
上に分かれて開催しています。
　心身共に健康で婚活に興味がある町
内の 55 歳までの独身の人は、この機
会にぜひご登録ください !!
　会員登録をいただければ、毎月事務
局からイベント情報をメールでお届け
します。
　あさぎり町の婚活支援に関するお問
い合わせは事務局までご連絡ください。

　１２月の交流イベントのお知らせです。今回は『クリスマスパーティー』を計画しています。この機会に「そ
ろそろ婚活を始めてみようかな」と思われたら、ぜひご登録ください。
スタッフ一同皆様からのご連絡をお待ちしております！

あさぎり町婚活支援通信　その48

問い合わせ あさぎり町グリーン・ツーリズム研究会事務局　☎45-4833（オフィス桑原）
 商工観光課　☎47-7220

人吉球磨・食の文化祭
～ グリーン・ツーリズムの仲間と秋の訪れを感じて～

◆ あさぎりグリー
ンツーリズム

グリーン・ツーリズム便り

　11月６日にポッポー館で、『人吉球磨・食の文化祭』を開催し、
10市町村のグリーン・ツーリズム研究会と農家レストランひまわ
り亭の計 11団体が、秋の食材を使った田舎料理や特産品を持ち
寄って、自慢の料理を披露しました。
　今回は、９月に大分県で行われた第 63回全国農業コンクール
全国大会で、人吉球磨グリーン・ツーリズム推進協議会が『優秀賞』
を受賞したことに併せ、各市町村のグリーン・ツーリズム研究会
や民間団体、市町村の交流の場を設け、今後さらに活発な広域的

連携を図ることを目的として開催しました。当日は、関係者を中心とした
約 100人が参加。同協議会の樅木徹郎会長（麓）は、「これまで 10市町
村が連携してきた成果を評価していただいた。今後は、今まで以上に手を
取り合って人吉球磨地域の地域振興に貢献したい」と話しました。
　11月８日には、おかどめ幸福駅前の芝生広場に白柿洋征さん（庄屋）
の飼育するヤギ９頭が１日駅長として来ていました。当日は岡留神社秋季
大祭も行われており、家族連れや子どもたちなどで賑わっていました。
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第 12 回あさぎり町

球磨川
マラソン大会開催

　

第
12
回
あ
さ
ぎ
り
町
球
磨
川
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
11
月
２
日
に
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
を

ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
世
界
陸
上
セ
ビ
リ
ア
大
会
女
子
マ

ラ
ソ
ン
銀
メ
ダ
ル
リ
ス
ト
、
市
橋
有
里
選
手

（
徳
島
県
出
身
）
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
招
待
。
軽
や
か
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム

や
素
敵
な
笑
顔
に
、
市
橋
選
手
の
周
り
に
は

終
日
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
広
島
県
や
島
根
県
な
ど
各
地

か
ら
総
勢
４
７
７
人
が
あ
さ
ぎ
り
町
秋
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
駐
車

場
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
選
手
を
代

表
し
て
、
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
１
年
の
岩
崎

道
大
さ
ん
（
覚
井
）、
須
恵
小
学
校
５
年
の

岩
崎
莞
爾
さ
ん
、
同
小
学
校
２
年
の
岩
崎

正
剛
さ
ん
兄
弟
が
「
日
頃
か
ら
頑
張
っ
て

い
る
練
習
の
成
果
を
、
精
一
杯
、
元
気
で
、

笑
顔
で
、
発
揮
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
行
委
員
会
に
よ
る
お
も
て
な

し
で
は
、
カ
レ
ー
や
ぜ
ん
ざ
い
、
市
橋
選

手
が
考
案
し
た
レ
シ
ピ
、
豆
乳
う
ど
ん
が

ふ
る
ま
わ
れ
、
走
り
終
え
た
選
手
た
ち
の

心
と
体
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
、
ゆ
っ
く
ん
（
湯

前
町
）
や
さ
が
ら
っ
ぱ
（
相
良
村
）
も
応

援
に
駆
け
付
け
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ン
ナ
ー
を
元
気
づ

け
よ
う
と
、
沿
道
で
は
、
町
内
の
エ
イ
サ
ー

演
舞
団
中
九
州
琉
跳
会
に
よ
る
演
舞
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

①

②③④⑤

⑥

①岩崎さん兄弟の選手宣誓　②参加
賞の品　③④豆乳うどん、カレー、
ぜんざいのおもてなしに大満足　⑤
昨年度のゲストランナー、ワイナイ
ナ選手からメッセージが届きました
⑥岩崎さん兄弟と市橋選手、ゆっく
んの記念撮影　⑦３㌔の部で総合優
勝した愛甲竜士選手（人吉市）⑧５
㌔の部で総合優勝した相馬竜太選手
（菊陽町）⑨ 10㌔の部で総合優勝し
た米良瑛介選手（鹿児島県）⑩最高
齢賞の本村さん　⑪最高齢賞の緒方
さん　⑫抽選番号を引く愛甲町長　
⑬パフォーマンス賞は牛さんに決定
「みなさ～ん、牛乳を飲んでくださ
い」　⑭市橋選手のサイン会　⑮さが
らっぱと総合優勝の3 人　⑯ 10㌔を
走る選手、走る姿がかっこいい！
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優
勝
者
（
敬
称
略
）

３
㎞
コ
ー
ス

　

小
学
校
低
学
年
男
子

　
　

荒
井　

春
輝
（
あ
さ
ぎ
り
町
）

　

小
学
校
低
学
年
女
子

　
　

川
辺　

万
鈴
（
山
江
村
）

　

小
学
校
高
学
年
男
子

　
　

黒
木　

匠
（
あ
さ
ぎ
り
町
）

　

小
学
校
高
学
年
女
子

　
　

川
辺　

千
聖
（
山
江
村
）

　

35
歳
以
上
男
子

　
　

東　
　

寿
人
（
あ
さ
ぎ
り
町
）

　

35
歳
以
上
女
子

　
　

本
村　

鯉
恵
（
鹿
児
島
県
）

　

35
歳
未
満
男
子

　
　

愛
甲　

竜
士
（
人
吉
市
）

　

35
歳
未
満
女
子

　
　

東　

紀
予
子
（
人
吉
市
）

　

ゆ
う
あ
い
の
部

　
　

井
川　

晃
宏
（
芦
北
町
）

５
㎞
コ
ー
ス

　

中
学
校
男
子

　
　

宮
原　

正
顕
（
あ
さ
ぎ
り
町
）

　

中
学
校
・
高
校
女
子

　
　

國
武　

有
希
（
人
吉
市
）

　

39
歳
以
下
男
子

　
　

相
馬　

竜
太
（
菊
陽
町
）

　

39
歳
以
下
女
子

　
　

白
川　

祐
美
（
人
吉
市
）

　

40
歳
代
男
子

　
　

東　
　

栄
三
（
人
吉
市
）

　

50
歳
代
男
子

　
　

竹
下　

長
治
（
鹿
児
島
県
）

　

40
歳
代
女
子

　
　

祝　
　

昌
子
（
あ
さ
ぎ
り
町
）

　

60
歳
以
上
男
子

　
　

宮
本　

敏
久
（
合
志
市
）

　

50
歳
以
上
女
子

　
　

石
輪　

佳
江
（
島
根
県
）

10
㎞
コ
ー
ス

　

39
歳
以
下
男
子

　
　

米
良　

瑛
介
（
鹿
児
島
県
）

　

39
歳
以
下
女
子

　
　

本
村
麻
里
子
（
宮
崎
県
）

　

40
歳
代
男
子

　
　

貴
島　
　

潔
（
宮
崎
県
）

　

50
歳
代
男
子

　
　

大
村
岩
四
郎
（
菊
池
市
）

　

40
歳
代
女
子

　
　

岩
田　

久
美
（
あ
さ
ぎ
り
町
）

　

60
歳
以
上
男
子

　
　

橋
本　

健
助
（
錦
町
）

　

50
歳
以
下
女
子

　
　

一
村
多
美
代
（
相
良
村
）

遠
来
賞

　

宗
岡　

淳
也
（
広
島
県
）

　

石
輪　

佳
江
（
島
根
県
）

最
高
齢
賞

　

緒
方　

留
男　

94
歳

　
　
　
　
　
　

（
大
都
町
）

　

本
村
タ
ツ
ミ　

78
歳

　
　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
県
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
賞

立
石
利
之
さ
ん
、
智
輝
さ
ん
、

真
穂
さ
ん
、
華
凛
さ
ん
、
愛

澄
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
人
吉

市
）

⑦

⑫

⑭⑮⑯

⑩⑪

⑬

⑧⑨
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平
成
25
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

◆
歳
入
（
入
っ
た
お
金
）
と
歳
出
（
使
っ
た
お
金
）

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
１
１
６
億
４
６
８
６
万
円
、
歳

出
が
１
１
１
億
４
８
８
０
万
円
で
、
差
し
引
き
額
は

４
億
９
８
０
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
と
比
べ
て
歳

出
が
５
億
７
８
７
５
万
円
増
加
し
た
主
な
理
由
は
、
平
成
25

年
度
の
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
事

業
の
実
施
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳出総額　　111億4,880万円

人件費
17億1,860万円
15.4％

人件費
17億1,860万円
15.4％

人件費
17億1,860万円
15.4％

扶助費
15億2,892万円
13.7％

扶助費
15億2,892万円
13.7％

扶助費
15億2,892万円
13.7％

公債費
17億7,926万円
16.0％

公債費
17億7,926万円
16.0％

公債費
17億7,926万円
16.0％

義務的経費
50億2,678 万円
45.1％

義務的経費
50億2,678 万円
45.1％

義務的経費
50億2,678 万円
45.1％

任意的経費
61億2,202万円
54.9％

任意的経費
61億2,202万円
54.9％

任意的経費
61億2,202万円
54.9％

物件費
10億2,801万円
9.2％

物件費
10億2,801万円
9.2％

物件費
10億2,801万円
9.2％

積立金
12億9,421万円
11.6％

積立金
12億9,421万円
11.6％

積立金
12億9,421万円
11.6％

投資及び出資金
752万円
0.1％

繰出金
13億3,965万円
12.0％

繰出金
13億3,965万円
12.0％

繰出金
13億3,965万円
12.0％

普通建設事業費
12億374万円
10.8％

普通建設事業費
12億374万円
10.8％

普通建設事業費
12億374万円
10.8％

災害復旧事業費
5万円
0.0％

補助費等
12億130万円
10.8％

補助費等
12億130万円
10.8％

補助費等
12億130万円
10.8％

維持補修費
4,754万円
0.4％

歳入総額　　116億4,686万円

依存財源
93億3,216万円
80.1％

自主財源
23億1,470万円
19.9％

地方交付税
58億9,875万円
50.6％

国庫支出金
9億8,558万円
8.5％

県支出金
9億1,985万円
7.9％

地方譲与税・交付金
3億608万円
2.6％

地方譲与税・交付金
3億608万円
2.6％

地方譲与税・交付金
3億608万円
2.6％

地方債
12億2,190万円
10.5％

地方債
12億2,190万円
10.5％

地方債
12億2,190万円
10.5％

町税
11億4,145万円
9.8％

町税
11億4,145万円
9.8％

町税
11億4,145万円
9.8％

分担金・負担金、
使用料・手数料
2億5,242万円
2.2％

繰越金
5億385万円
4.3％

繰入金
1,118万円
0.1％

財産収入　他
4億580万円
3.5％

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
が
平
成
26
年
９
月
議
会
に
提
案
さ
れ
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
を
除
く
会
計
に
つ
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
受
益
者
分

担
金
の
不
納
欠
損
処
分
に
係
わ
る
不
適
切
な
事
務
処
理
に
よ
る
不
認
定
で
し
た
。
今
後
は
債
権
管
理
の
適
正
な

事
務
執
行
に
努
め
ま
す
。

財政用語の解説
人件費 ･･･････････ 給与、報酬などに充てる経費

扶助費 ･･･････････児童福祉、障がい者福祉、高齢者福祉などの福祉サービスに充てる
経費

公債費 ･･･････････町が借り入れた地方債（借入金）の返済に充てる経費
物件費 ･･･････････委託料や使用料、賃金、旅費、交際費、備品購入費、消耗品費、食

糧費などに充てる経費
補助費等 ･････････補助金、負担金、分担金などに充てる経費
積立金 ･･･････････ 特定の目的、資金の運用に資するための基金に支出する経費
繰出金 ･･･････････ 一般会計以外の特別会計や公営企業会計に対して支出する経費
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銀行

議会費
議会活動に
6,883 円

教育費
学校教育や生涯教育活動に

4 万 502 円

災害復旧費
台風災害などの復旧に

3 円

公債費
町の借入金の返済に
10 万 8,551 円

貯金　基　金 46万 8,127円貯金　基　金 46万 8,127円貯金　基　金 46万 8,127円
借金　地方債 76万 4,396円借金　地方債 76万 4,396円借金　地方債 76万 4,396円

農林水産業費
農林業の生産活動や
生産基盤の整備に
5 万 1,140 円

総務費
行政運営・税務・戸籍事務に

14 万 6,617 円

商工費
商工業活動に
1 万 5,494 円

土木費
道路や橋の整備・維持に

6 万 1,710 円

消防費
消防団活動や防災事業に

2 万 1,224 円

衛生費
健康増進や環境保全のために

4 万 5,425 円

民生費
児童・障がい・高齢者福祉や

国民年金事務に
18 万 2,629 円

町民１人あたり（年間）でみてみると…

　 　71万564円（109万1,622円）　
68万178円（104万5,869円）　

収入

支出

※一般会計のみを対象とし、Ｈ 25 年度末人口（16,391 人）で割った金額です。

会　　　　計　　　　名 収　　入　　額 支　　出　　額 差　し　引　き
国民健康保険 24億 6,498 万円 22億 8,893 万円 1億 7,605 万円
後期高齢者医療 1億 7,584 万円 1億 7,246 万円 338 万円
介護保険 17億 8,245 万円 17億 5,009 万円 3,236 万円
介護サービス 4,909 万円 4,422 万円 487 万円
簡易水道事業 5億 3,930 万円 5億 2,856 万円 1,074 万円
下水道事業 10億 2,741 万円 10億 1,603 万円 1,138 万円
水道事業 6,946 万円 6,172 万円 774 万円
上財産区 8,981 万円 8,834 万円 147 万円
球磨郡障害認定審査事業 1,051 万円 889 万円 162 万円
球磨郡介護認定審査事業 3,707 万円 3,480 万円 227 万円

合　　　　　　　計 62億 4,592 万円 59億 9,404 万円 2億 5,188 万円
※表示単位未満を四捨五入しているため、表内において数字が一致しないことがあります。
※水道事業は収益的収入及び支出額（消費税抜き）の額です。

特別会計の決算状況

※（ ）内の数字は特別会
計を含めた金額です。
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（単位：億円）
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（単位：億円）

一般会計

簡易水道事業
下水道事業

水道事業

健
全
化
判
断
比
率
等
と
は

　

町
の
財
政
状
況
が
良
好
か
ど
う

か
を
示
す
指
標
の
１
つ
で
す
。

　
『
健
全
化
判
断
比
率
』
は
実
質
赤

字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比

率
の
４
つ
の
指
標
で
財
政
状
況
を

判
断
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
４
つ

の
指
標
の
う
ち
、
ど
れ
か
１
つ
で

も
早
期
健
全
化
基
準
以
上
に
な
る

と
、
財
政
再
建
の
計
画
を
立
て
て
、

速
や
か
に
実
行
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来
負
担
比
率

を
除
く
３
つ
の
指
標
の
う
ち
、
ど

れ
か
１
つ
で
も
財
政
再
生
基
準
以

上
に
な
る
と
、
財
政
再
生
団
体
と

し
て
、
国
の
監
督
を
受
け
て
財
政

を
立
て
直
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
に
つ
い
て
は
、

『
資
金
不
足
比
率
』
を
算
出
し
、
こ

れ
が
経
営
健
全
化
基
準
以
上
に
な

る
と
、
経
営
健
全
化
計
画
を
立
て

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平成25年度決算に基づく健全化判断比率

内　　容 あさぎり町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 一般会計を中心とした
赤字の割合 赤字なし 13.9％ 20.0％

連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、
公営企業会計のすべて
の会計の赤字の割合

赤字なし 18.9％ 30.0％

実質公債費比率
標準的な財政規模に対
する年間の借金返済額
の割合

13.5％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率
標準的な財政規模に対
する将来の負担が見込
まれる負債の割合

65.8％ 350.0％

あ
さ
ぎ
り
町
の
健
全
化
判
断
比
率
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
一
般
会
計
】

◆
基
金
（
貯
金
）

ま
ち
づ
く
り
基
金
に
６
億
２
４
７

２
万
円
、
財
政
調
整
基
金
に
５
億

１
８
９
３
万
円
、
今
後
の
公
共
施

設
整
備
の
財
源
と
す
る
た
め
の
公

共
施
設
整
備
基
金
に
１
億
４
７
１

６
万
円
積
み
立
て
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
全
体
で
12
億
９
４
５
９
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
主
な
平
成
25

年
度
末
基
金
現
在
高
で
は
、
財
政

調
整
基
金
36
億
９
２
４
２
万
円
、

ま
ち
づ
く
り
基
金
26
億
６
３
５
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

◆
地
方
債
（
借
金
）

　

公
営
住
宅
建
設
や
駅
前
整
備

の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
基
金
造

成
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
総

額
12
億
２
１
９
０
万
円
を
借
り

入
れ
ま
し
た
が
、
返
済
を
16
億

３
５
５
８
万
円
行
っ
た
た
め
、

地
方
債
残
高
は
４
億
１
３
６
８

万
円
減
少
し
ま
し
た
。
平
成
25

年
度
末
地
方
債
現
在
高
は
１
２

５
億
２
９
２
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
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実
質
赤
字
比
率

　
　

あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、
一
般
会
計
、
球
磨
郡
障
害
認

定
審
査
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
球
磨
郡
介
護
認
定
審
査

事
業
特
別
会
計
が
対
象
で
す
が
、
ど
の
実
質
収
支
も
黒

字
の
た
め
、
実
質
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　
　

あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
が
公
営
事
業
会
計
と
し
て
、

水
道
事
業
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業

会
計
が
公
営
企
業
会
計
と
し
て
対
象
に
な
り
ま
す
が
、

全
会
計
で
実
質
赤
字
、
資
金
不
足
と
な
ら
な
か
っ
た
た

め
、
連
結
実
質
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率

　
　

前
年
度
と
比
較
し
て
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
前
年
度
に
比
べ
地
方
債
の
元
利
償
還
金
が

減
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。
自
主
財
政
規
律
の
中

で
、
地
方
債
の
発
行
を
制
限
し
た
た
め
で
あ
り
行
財
政

改
革
の
成
果
と
い
え
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

　
　

前
年
度
と
比
較
し
て
24
・
３
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
に
比
べ
財
政
調
整
基
金
な
ど
の

基
金
（
預
金
）
が
増
え
、
借
金
の
返
済
な
ど
に
充
当
で

き
る
財
源
が
増
え
た
こ
と
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
に
地

方
債
（
借
金
）
な
ど
の
繰
上
償
還
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
地
方
債
残
高
が
減
っ
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

今
回
の
ま
と
め
と

　
　
　

今
後
の
取
り
組
み

　

今
回
公
表
し
た
健
全
化
判
断
比
率
等
に
お
い
て
、

早
期
健
全
化
基
準
を
上
回
る
比
率
は
な
く
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
と
も
に
昨
年
度
数

値
よ
り
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
は
分
母
に
算
入
さ
れ
る
地
方
交
付
税
額
に
よ
り
、

数
値
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
普
通
交
付
税
が

平
成
26
年
度
以
降
、
段
階
的
に
削
減
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
各
比
率
は
悪
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
で
は
第
２
次
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
は
、

経
常
的
な
経
費
を
減
ら
す
と
と
も
に
将
来
に
備
え

た
基
金
を
積
み
立
て
て
お
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
町
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

第
２
次
行
財
政
改
革
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

平成25年度決算に基づく資金不足比率

あさぎり町 経営健全化基準

水 道 事 業 特 別 会 計 資金不足なし ２０．０％

簡易水道事業特別会計 資金不足なし ２０．０％

下水道事業特別会計 資金不足なし ２０．０％

資
金
不
足
比
率

　
　

あ
さ
ぎ
り
町
は
、
水
道
事
業
、
簡
易

水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
が
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

問い合わせ　　企画財政課　☎45-7211
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都市部アンテナショップの
　実績を報告します
　平成 24年６月から平成 26年２月まで福岡市に開設してい
た『都市部アンテナショップ』の実績を報告します。
　※町ホームページにも、詳細な内容を掲載しています。

■
設
置
目
的

　

町
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
お
よ
び
新
規
販

路
開
拓
を
め
ざ
す
拠
点
と
し
て
、
九
州
最

大
の
都
市
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開

設
し
、
次
の
４
項
目
の
効
果
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

・『
あ
さ
ぎ
り
ブ
ラ
ン
ド
』
の
構
築

　

・
新
規
販
路
開
拓
の
拠
点

　

・
町
の
商
品
の
品
質
向
上
や
販
売
力

　
　

向
上
の
研
修
の
場

　

・
町
の
魅
力
な
ど
観
光
情
報
な
ど
を

　
　

発
信
す
る
場　

■
開
設
し
て
い
た
場
所

　

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
清
川

　
　
　
　
　
（
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
形
式
）

■
取
り
扱
っ
て
い
た
主
な
商
品

（
１
）
町
認
定
の
推
奨
商
品
や
特
産
品

　
　

し
そ
ジ
ュ
ー
ス
・
パ
ス
タ
・
豆
乳
・

　
　

つ
ぼ
ん
汁
・
油
あ
げ
な
ど

（
２
）
町
内
事
業
者
の
商
品

　
　

お
茶
・
ゆ
ず
の
ま
ん
ま
・
豆
腐
・
炭

　
　

火
焼
地
鶏
・
柚
子
胡
椒
な
ど

（
３
）
町
内
蔵
元
の
焼
酎

も
っ
こ
す
・
宮
原
・
あ
さ
ぎ
り
の
花
・

く
ま
川
下
り
・
奥
球
磨
桜
・
あ
さ
ぎ

り
の
雫

（
４
）
生
鮮
野
菜
な
ど

　
　

特
選
米
・
梨
・
ト
マ
ト
・
人
参
・
サ

　
　

ツ
マ
イ
モ
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど

（
５
）
南
稜
高
校
の
商
品

　
　

ジ
ャ
ム
・
乳
酸
飲
料
な
ど　

■
顧
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト

・
店
舗
周
辺
の
住
民
な
ど

・
近
隣
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
勤
務
さ
れ
て
い

る
人

・
町
出
身
者
や
球
磨
地
域
出
身
者

・
催
事
や
商
談
会
で
の
福
岡
市
近
郊
の

バ
イ
ヤ
ー
な
ど

■
集
客
方
法

・
毎
月
２
回
（
隔
週
）
、
町
物
産
店
頭

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

※
生
産
者
や
商
品
製
造
者
、
振
興
社
、

行
政
と
一
緒
に
出
向
き
、
Ｐ
Ｒ
販
売

会
な
ど
を
実
施
。

・
メ
デ
ィ
ア
や
広
報
媒
体
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
活
動
。

・
毎
週
水
曜
日
に
『
町
産
直
野
菜
の

日
』
を
設
定
し
、
固
定
客
の
増
加
を

図
る
。

・
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
固
定

客
の
増
加
を
図
る
。

■販売実績
　※開設期間（平成 24年６月５日～平成 26年２月 28日）の合計実績額

営業日数
合計

販売額
合計

１日平均
売上額

客数
合計

１日平均
客数

客単価
販売商品
数合計

販売商品
単価

490日 10,065,518円 20,542円 15,081人 31人 667円 37,048 272円
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■都市部アンテナショップに関する経費一覧

分類 詳細の経費 年度 事業費（円）
財源内訳

県補助 過疎債 一般財源 産業活性化基金

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に

直
接
関
わ
っ
た
経
費

①アンテナショップ
　開設経費

平成23年度
（委託料） 11,100 0 0 11,100 0

平成24年度
（明許繰越） 5,583,200 0 0 5,583,200 0

小計 5,594,300 0 0 5,594,300 0
②アンテナショップ
　運営経費

平成24年度
（委託料） 5,563,294 0 0 0 5,563,294

③アンテナショップ運営に伴
　う経費並びに閉店に伴う経費

平成25年度
（補助金） 6,515,370 0 5,200,000 1,315,370 0

合　　　計 17,672,964 0 5,200,000 6,909,670 5,563,294

■
ま
と
め

　

都
市
部
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
町
内

の
製
造
業
者
な
ど
が
商
品
を
実
験
的
に

売
り
出
し
、
消
費
者
の
反
応
か
ら
商
品

開
発
や
販
路
開
拓
の
『
情
報
の
受
発
信
』

や
都
市
部
の
需
要
動
向
を
探
る
『
ア
ン
テ

ナ
』
の
働
き
を
持
つ
こ
と
と
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
球
磨
人
吉
地
域
外
か
ら
の
顧

客
確
保
に
よ
り
地
元
業
者
や
農
家
な
ど

に
利
益
を
も
た
ら
す
働
き
も
持
つ
こ
と

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し

た
こ
と
で
、
多
数
の
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど

か
ら
取
材
が
あ
り
、『
あ
さ
ぎ
り
町
』
の

知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

次
に
『
あ
さ
ぎ
り
ブ
ラ
ン
ド
』
の
構
築

は
、
一
朝
一
夕
で
『
ブ
ラ
ン
ド
化
』
に
繋

が
る
も
の
で
は
な
く
『
品
質
』『
味
』『
価

格
』
を
総
合
的
に
判
断
す
る
『
商
品
力
』

の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
特
に
『
価

格
』
に
関
し
て
は
、
設
定
方
法
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　
『
費
用
対
効
果
』
に
つ
い
て
は
、
運
営

の
省
力
化
な
ど
コ
ス
ト
縮
小
に
努
め
る

な
ど
し
て
い
ま
し
た
が
、
売
上
額
に
対
し

て
事
業
費
に
見
合
う
だ
け
の
効
果
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
町
内
事
業
者
に

お
い
て
は
、
こ
の
２
年
間
で
ア
ン
テ
ナ

■
マ
ス
コ
ミ
な
ど
情
報
発
信
実
績

　

福
岡
の
地
元
放
送
局
や
新
聞
雑
誌
な

ど
か
ら
取
材
が
あ
り
、『
あ
さ
ぎ
り
町
』

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
局

　
　

取
材
、
放
映
回
数　
〈
11
回
〉

　

新
聞
・
雑
誌
関
係　

　
　

取
材
、
掲
載
回
数　
〈
７
回
〉

■
催
事
・
関
連
イ
ベ
ン
ト
実
績

・
町
へ
の
誘
客
観
光
ツ
ア
ー
実
績

（
春
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
実
施
）

　
　

ツ
ア
ー
客
合
計
数　
〈
１
２
８
人
〉

・
店
頭
販
売
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
実
績

（
生
産
者
、
製
造
業
者
が
出
向
き
、
直
接

お
客
様
へ
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
販
売
会
を

実
施
）

　
　

来
店
者
数　
〈
約
３
８
０
０
人
〉

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
都
市
部
か
ら
の
収

入
が
得
ら
れ
た
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商

品
力
を
自
ら
確
認
で
き
た
こ
と
は
一
定

の
成
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、『
働
く
場
を
増
や
し
元
気
の

出
る
町
づ
く
り
』
を
目
指
し
、
農
林
商
工

が
連
携
し
た
特
産
品
づ
く
り
を
進
め
、
そ

れ
ら
を
町
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
新
た
な
販

売
ル
ー
ト
の
確
保
を
進
め
る
手
法
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
で
得
た
情
報

は
、
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想

の
も
と
球
磨
郡
町
村
間
の
連
携
に
つ
な

が
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
町
の
産
業
活
性
化
の
ヒ
ン
ト

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
情
報
を

活
か
し
な
が
ら
、
町
の
産
業
活
性
化
策
に

つ
な
げ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
　

商
工
観
光
課

☎
４
５-

７
２
２
０



広報あさぎり　2014.12　14

『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』
が
平
成

『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』
が
平
成
2727
年年
44
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

・
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
成
長
し
て
い
く
た
め
に
。

・
す
べ
て
の
家
庭
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
、
育
て
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
た
め
に
。

　

平
成
24
年
8
月
に
日
本
の
子
ど
も
・
子

育
て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
』

と
い
う
法
律
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
法
律

に
基
づ
き
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
『
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』
が
全
国
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
新
制
度
で
は
、
保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い

て
の
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、
地
域
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

新
制
度
の
主
な
内
容

○
個
人
へ
の
給
付
制
度
を
創
設
し
ま
す

幼
児
教
育
や
子
ど
も
へ
の
保
育
を
個
人

の
権
利
と
し
て
保
障
し
、
教
育
・
保
育

の
質
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
施
設
型

給
付
制
度
を
創
設
し
ま
す
。
町
か
ら
施

設
に
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の

配
置
や
処
遇
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

新
制
度
で
利
用
で
き
る
施
設

〈
保
育
所
（
園
）〉

仕
事
な
ど
の
た
め
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
保
護
者
の
代
わ
り
に
保
育
を
行
う
施

設
で
す
。

〈
幼
稚
園
〉

小
学
校
か
ら
の
教
育
の
基
礎
を
作
る
、

満
3
歳
か
ら
の
幼
児
期
の
教
育
を
行
う

施
設
で
す
。

〈
認
定
こ
ど
も
園
〉

幼
稚
園
と
保
育
所
（
園
）
の
機
能
を
あ

わ
せ
持
つ
施
設
で
、
保
護
者
の
就
労
状

況
に
関
係
な
く
教
育
・
保
育
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

〈
地
域
型
保
育
〉

家
庭
的
保
育
、
小
規
模
保
育
、
事
業
所

内
保
育
、
居
宅
訪
問
型
保
育

問い合わせ

　福祉課　（生活福祉）　　☎　45-7214
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○
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
を
行
い
ま
す

　

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る

た
め
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
や

利
用
者
支
援
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
一

時
預
か
り
事
業
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
現
在
保
育
所
（
園
）
を
利
用
中
の

　

皆
さ
ん
へ
〉

　

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
に
該
当
す

る
場
合
は
、
基
本
的
に
継
続
が
可
能
と

な
り
ま
す
が
、
新
制
度
で
の
利
用
に
必

要
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
説
明
会
を

開
催
し
、
12
月
に
利
用
中
の
施
設
を
通

じ
関
係
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

〈
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
な
ど
の

　

利
用
料
金
に
つ
い
て
〉

　

新
制
度
の
利
用
に
か
か
る
保
育
料

は
、
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
た
負
担
を

基
本
と
し
て
、
町
が
設
定
し
ま
す
。
利

用
料
の
ほ
か
、
制
服
代
な
ど
の
入
園
時

に
か
か
る
費
用
な
ど
の
実
費
徴
収
、
上

乗
せ
徴
収
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

○『
保
育
の
必
要
性
』の
認
定
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

新
制
度
で
は
、
保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
な
ど
の
利
用

に
は
、
教
育
・
保
育
の
必
要
性
に
応
じ
た
支
給
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
支
給
認
定
は
3
つ
の
区
分
に
分

か
れ
、
区
分
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
施
設
や
入
園
手
続
き

が
異
な
り
ま
す
。（
左
図
参
照
）

　

2
号
・
3
号
認
定
は
、
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
に
該

当
す
る
場
合
に
受
け
ら
れ
、保
育
の
必
要
量
に
応
じ
て
『
保

育
標
準
時
間
（
11
時
間
利
用
）』
と
『
保
育
短
時
間
（
８
時

間
利
用
）』
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

認定区分 内容 利用先

〈1号認定〉
教育標準時間認定

お子さんが満 3歳以上で、教育を希望
される場合

幼稚園
認定こども園

〈2号認定〉
満 3歳以上・保育
認定

お子さんが満 3歳以上で、『保育の必
要な事由』に該当し、保育所（園）な
どでの保育を希望される場合

保育所（園）
認定こども園

〈3号認定〉
満 3歳未満・保育
認定

お子さんが満 3歳未満で、『保育の必
要な事由』に該当し、保育所（園）な
どでの保育を希望される場合

保育所（園）
認定こども園
地域型保育

『保育の必要な事由』
●就労　●妊娠、出産　●疾病・負傷　●障がい　●同居または長期入院な
どしている親族を常時介護・看護　●災害復旧　●求職活動（起業準備を含む）

　※90日を上限として認定　●就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
●虐待やＤＶの恐れがあること　●育児休業中に、既に保育を利用している
子どもがいて継続利用が必要であること　●その他、上記に類する状態とし
て町が認める場合

『子ども・子育て支援新制度』利用者説明会を開催します
　新制度の実施に向けて次のとおり説明会を開催します。対象となる施設などの利用を希望される
保護者の皆さんは、全員『教育・保育の認定』を受ける必要があるなど、これまでの利用手続きが
変更となります。現在利用中の保護者の方や、今後利用をお考えの皆さんは、ぜひご参加ください。

日時・場所
【日時】　第１回　12月４日（木）　　午後７時から（１時間程度）
　　　　第２回　12月５日（金）　　午後７時から（１時間程度）
【会場】ポッポー館 2 階多目的ホール

Ｈ 27 年度の利用申込み手続きについては
広報あさぎり１月号で詳しくお知らせします
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特設人権相談所を開設します
　人権擁護委員が『あなたの街の相談相手』として、人権問題などの相談に応じます。
料金は無料で、秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。

日　時　12月4日（木）午前9時から正午まで
場　所　せきれい館
人権擁護委員

氏　名 担当校区 電話番号
田　中　昭　夫 上 ４７－０６７８
中　村　英　子 免　田 ４５－３３１８
入　口　　　満 免　田 ４５－４２６３
城音寺　千　代 岡　原 ４５－１９１８
恒　松　秀　行 須　恵 ４５－５２６６
愛　甲　たづ子 深　田 ４５－２５２２

　法務局人吉支局（☎２２-３３９３）と人権擁護委員は、いつでもあなたの相談に応じます。

問い合わせ　　町民課　　☎45-7213

問い合わせ　　教育委員会（生涯学習センター内）　　☎45-7226

よろしくお願いします

　　　  中村さん　  　　  　   城音寺さん

　10 月から中村英子さん（免田）と城音
寺千代さん（岡原）が新しく委員に委嘱さ
れました。

あさぎり町生涯学習センターのご案内

　あさぎり町生涯学習センター内には、旧中学校の教室を活用した研修室や音楽室、展示などもでき
る多目的研修室があります。
　センターをグループ活動や交流の場としてぜひご利用ください。詳しくは、お問い合わせください。

区　　　分

使用料 (上段：町内　下段：町外 )
※１室あたり

午前
9時～12時

午後
12時～17時

夜間
17時～22時

事務棟 大会議室
720 720 720
1,080 1,080 1,080

研修棟 研修室
510 510 510
765 765 765

西棟

コミュニティ
ルーム

720 720 720
1,080 1,080 1,080

多目的研修室
510 510 510
765 765 765

音楽室
510 510 510
765 765 765

▲　音楽室でコ
　ーラスの練習

鏡のある研修室
もあります　▶

あさぎり町生涯学習センター
【住　　所】　あさぎり町免田東 1774 番地
【利用時間】　午前 9時～午後 10時
【休 館 日】　12月 29日～ 1月 3日
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  平成 26年 12月１日から

児童扶養手当法 の一部が改正されます

問い合わせ　　福祉課　（生活福祉）　　☎45-7214

　これまで、公的年金※を受給する人は児童扶養手当を受給できませんでしたが、平成 26年 12月以降は、
年金額が児童扶養手当額より低い場合、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには、申請が必要です。

※ 遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合
・児童を養育している祖父母などが、低額の老齢年金を受給している場合
・父子家庭で、児童が低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、児童が低額の遺族厚生年金のみを受給している場合など　

＜参考：児童扶養手当の月額＞ （平成26年 4月～）

・子ども1人の場合
　　全部支給：41,020円　
　　一部支給：41,010円～9,680円（所得に応じて決定されます）
・子ども2人以上の加算額
　　    2 人目：5,000円、3人目以降1人につき：3,000円

※受給している年金額が手当額よりも低いかどうかは、福祉課（生活福祉）へご相談ください。

新たに手当を受給するための手続き
児童扶養手当を受給するためには、申請が必要です。
平成 26年 12月より前であっても、事前に申請が可能です。

支給開始日
◆手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことにより児童
扶養手当を受給できなかった人のうち、平成 26年 12月 1日に支給要件を満たしている人が、平成 27
年 3月までに申請した場合は、平成 26年 12月分の手当から受給できます。
◆平成 26年 12月～平成 27年 3月分の手当は、平成 27年 4月に支払われます。

　詳しくは、お問い合わせください。
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年末年始のごみ収集のお知らせ
年末は12月 29日（月）と 30日（火）まで、ごみ収集を行います。
【12月 29日（月）】　　　月曜日・木曜日収集分の燃えるごみ
【12月 30日（火）】　　　火曜日・金曜日収集分の燃えるごみ
また、年始は１月５日（月）から通常どおり行います。

☆ 免田地区・上地区（今井、堀角、柳別府）の皆さまへ
　　　　　　　　　　年末・年始の生ごみ収集のお知らせ ☆

　◎年末の生ごみの収集は、12月 26日（金）が最後となります。
　　燃えるごみの収集とは、違いますのでご理解・ご協力をお願いします。
　◎年始につきましては、１月５日（月）から通常どおり行います。

☆直接搬入される場合のお知らせ
【人吉球磨クリーンプラザ開場日程】

月 火 水 木 金 土 日

12/15
開　場

16
開　場

17
開　場

18
開　場

19
開　場

20
休場日

21
開　場

22
開　場

23
休場日

24
開　場

25
開　場

26
開　場

27
休場日

28
開　場

29
開　場

30
開　場

31
休場日

1/1
休場日

2
休場日

3
休場日

4
開　場

　※開場時間　午前８時 30分～午後５時

　免田リサイクルステーション開場日程は、人吉球磨クリーンプラザの開場日程と同じですが、日曜
日の開場時間だけが午前８時 30分～正午までとなっています。

年末は大変混雑しますので、早めの搬入をお願い致します。

☆年末年始のし尿汲取りのお知らせ
　12月 31日（水）から１月４日（日）まで休みとなります。

　　問い合わせ　<ごみの直接搬入について>　人吉球磨クリーンプラザ　☎ 22-1414
　　　　<し尿くみ取りについて>　　（有）球磨清掃公社　☎42-2614

　　　　　　　保健環境環　☎４５－７２１６

もえるごみ
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あさぎり健康21応援コーナー

問い合わせ　　保健環境課　　☎45-7216　　

　血圧は、全身に血液が運ばれるときの血管にかかる圧力のことをいい、健診や診察時は緊張するた
め高めに出ることがあります。そのため、一度の血圧値で診断せず、家庭血圧を測定する必要があり
ます。診察室での血圧が高く、家庭血圧が正常の場合は『白衣高血圧』と呼ばれます。逆に診察室血
圧が 140/90 未満でも家庭血圧が 135/85 以上の場合は『仮面高血圧』と呼び、早朝高血圧、夜間
高血圧、ストレスとの関連が深い昼間高血圧が含まれています。

　高血圧治療ガイドラインでは、診察時血圧より『家庭血圧』を優先して、高血圧の診断がされるよ
うになりました。家庭血圧測定は肘で測るタイプが正確で、自覚症状がなくても家庭血圧が高いと、
脳卒中や心筋梗塞にかかる率が２～３倍に増え危険です。自分の健康を守るために家庭血圧測定を習
慣づけましょう。　

【家庭血圧測定のポイント】
　測定のタイミング

１日２回（朝・夜）行う

朝　・起床後１時間以内
　・トイレに行ったあと

　　 　・朝食の前
　　 　・薬をのむ前

夜　・寝る直前
　・入浴や飲酒の

　　 　　直後は避ける

参考）日本高血圧学会
家庭血圧測定ガイドライン

　　　　薬を飲んでいない人も、飲んでいる人も、

家庭で血圧測定し、普段の血圧を知りましょう

　『白衣性高血圧』は、今のところ問題ありま
せんが、将来、持続性高血圧を発症する危険
性もあるため、定期的に健診や受診で検査し
ましょう。
　『仮面高血圧』は家庭血圧を測定しなければ
見逃されてしまいますが、危険度は持続性高
血圧と同じかそれ以上です。

あなたの血圧タイプは？

家庭血圧が高い？
（上の血圧 135 以上 また
は下の血圧 85 以上）

診察室血圧
が高い？　

正常血圧

いいえ

いいえ

はい

はい

今のところ問
題ありません

定期的に検診
や検査をうけ
ましょう

すぐに治療ま
たは相談が必
要です

白衣高血圧
持続性高血圧
または仮面高血圧

　測定するときのポイント

いすに座って１～２分立ってから
計測する
座ったばかりだと、血圧が安定し
ていないことがある。測定時には、
腕の力を抜いて、リラックスする
ことも大切。

カフは心臓と同じ高さで測定する
カフが心臓よりも低い位置だと数
値が低く出るなど、不正確になる
場合がある。

薄手のシャツ１枚なら着たままで
もよい
カフは素肌に直接巻きつけたほう
がよいが、薄手のシャツ１枚ぐら
いなら、着たまま測定してもよい。

血圧コントロールの第一歩
は、正しい血圧測定から !!

（カフ）
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Hello, everyone!!Hello, everyone!!コー
ナー

My family roots
　　America is known as a country of immigrants. Unless you have Native 
American ancestors, all Americans can say that at some point, someone in 
their family immigrated to the America. I’m half Japanese American and 
half Chinese American.  My mother is third generation Japanese and my 
father is fi rst generation Chinese.
　　My maternal great grandparents were all from Hiroshima and came 
to America around 1910. They both settled in the Northwest and owned 
farms. During WWII, my grandparents met when their families were 
relocated to eastern Oregon. Following the end of the war, my grandfather 
married my grandmother and took her back with him to his family’s farm 
in Oregon and continued to grow strawberries, blackberries, raspberries, 
g r apes ,  c abbage ,  pumpk in s ,  and 
cucumbers. Today my uncle continues to 
work on the Hasuike family farm that has 
grown to over 100 acres. 
　　My father was born in Guangdong, 
China and immigrated to Hawaii with 
his family when he was 10 years old. My 
parents met at Oregon State University 
and got married.  They decided to stay in 
Oregon near my mother’s family where 
they still live today.　　　　 Kendra Young

私の家族のルーツ
　アメリカは移民の国として知られていま
す。ネイティブ・アメリカン（先住民）を先祖に
持つ人を除いて、全てのアメリカ人は、家族の
誰かがどこかの時点でアメリカに移住してき
たと言うことができます。私は日系アメリカ
人と中国系アメリカ人のハーフです。母は日
系３世で、父は中国系１世です。
　母方の曾祖父母は全員広島県出身ですが、
1910年頃にアメリカにやって来ました。どち
らの家族もアメリカ北西部に定住し、農場を
所有していました。第二次世界大戦中に、両方
の家族がオレゴン州東部に強制移動させら
れた時、祖父母は出会いました。終戦後に２
人は結婚し、祖父は祖母をオレゴン州の彼の
家族の農場に連れて帰り、イチゴ、ブラック
ベリー、ラズベリー、ぶどう、キャベツ、かぼ
ちゃ、きゅうりなどを作り続けました。現在
は、伯父が100エーカー（４０万㎡）を超えるま
でに拡大した蓮池家の農場で、跡を継いで働
いています。
　父は中国の広東省で生まれ、１０歳の時に
家族とハワイに移住しました。母とはオレゴ
ン州立大学で出会い結婚しました。２人はオ
レゴン州の母の実家の近くに住むことを決
め、今でもそこに住んでいます。　

ヤング・ケンドラ（訳：白柿浩美）

今月の英語
be known as ～ = 「～として知られている」
America is known as “The Land of Freedom.”
アメリカは「自由の国」として知られています。

あさぎり町あさぎり町
青年団青年団

あさぎり町
青年団

『全国青年大会』2連覇達成！！『全国青年大会』2連覇達成！！『全国青年大会』2連覇達成！！

☆新入団員紹介☆よろしくお願いします!!

　あさぎり町青年団は、舞台パフォーマンスの部で創作ダ
ンスを発表し、大会 2連覇を達成することができました !!
さらにのど自慢の部では、審査員特別賞を受賞し、県代表
として良い結果が残せた事を嬉しく思います。

　あさぎり町青年団は、舞台パフォーマンスの部で創作ダ
ンスを発表し、大会 2連覇を達成することができました !!
さらにのど自慢の部では、審査員特別賞を受賞し、県代表
として良い結果が残せた事を嬉しく思います。

　あさぎり町青年団は、舞台パフォーマンスの部で創作ダ
ンスを発表し、大会 2連覇を達成することができました !!
さらにのど自慢の部では、審査員特別賞を受賞し、県代表
として良い結果が残せた事を嬉しく思います。

あさぎり町青年団の活動の様子をFacebookに
て随時更新中です♪
https://www.facebook.com/asagiri.
town.seinendan
「球磨郡青年団協議会」で検索♪

　10 月 19 日に須恵文化ホールで開催され
た福祉祭り、また、10 月 26 日には多良木町
の球磨支援学校で、11 月 3 日には岡原福留
地区の祭りで舞踊、創作ダンスを披露させて
いただきました。

　10 月 19 日に須恵文化ホールで開催され
た福祉祭り、また、10 月 26 日には多良木町
の球磨支援学校で、11 月 3 日には岡原福留
地区の祭りで舞踊、創作ダンスを披露させて
いただきました。

　10 月 19 日に須恵文化ホールで開催され
た福祉祭り、また、10 月 26 日には多良木町
の球磨支援学校で、11 月 3 日には岡原福留
地区の祭りで舞踊、創作ダンスを披露させて
いただきました。

各種お祭りでダンスを披露♪各種お祭りでダンスを披露♪各種お祭りでダンスを披露♪

特技は料理♪
全国大会も頑
張ります !!

特技はビリヤード♪
車のことなら何でも
聞いてください !!

那須 佳菜恵（深田）　中山 剛弘（免田）

来年、一緒に頑張って東京に
行きませんか？
会計兼ダンス顧問：城本 伊織

ステージ部門熊本県代表メンバー

＜曾祖父母がアメリカに移住した当時〉
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中
学
校
2
年
生
の
初
夏
の
事
で
す
。
友
達
の
家
に

行
っ
た
帰
り
、
近
道
し
よ
う
と
中
学
校
の
運
動
場
を

通
り
ま
し
た
。
良
い
天
気
な
の
に
日
曜
日
で
、
校
庭

に
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。
運
動
場
の
中
央
部
に
ま
で
歩

い
て
、
1
匹
の
蟻
を
見
つ
け
ま
し
た
。
５
ミ
リ
程
度

の
小
さ
な
蟻
で
す
。
こ
の
広
い
運
動
場
の
真
ん
中
ま

で
、
ど
こ
か
ら
歩
い
て
来
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら

運
動
場
の
端
ま
で
ど
の
く
ら
い
の
時
間
で
歩
い
て
行

く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
今
、
こ
の
蟻
か
ら
見
た
光

景
は
、
ど
ん
な
風
に
見
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
多
分

運
動
場
の
端
な
ど
見
え
ず
、
砂
漠
の
真
ん
中
に
居
る

よ
う
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
な
・
・
日
照
り
の
中
、
こ

の
広
い
運
動
場
を
小
さ
な
体
で
横
切
っ
て
い
る
の
だ

と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
蟻
が
い
と
お
し
く
な
り
、
し

ば
ら
く
蟻
の
動
き
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
何
故
か

こ
の
時
の
光
景
を
時
々
思
い
出
し
ま
す
。

　

立
っ
て
い
る
位
置
、
立
場
に
よ
っ
て
見
え
方
が
違

い
ま
す
。
役
場
を
外
か
ら
見
て
い
た
時
と
、
町
長
と

し
て
中
か
ら
見
る
役
場
は
、
予
想
以
上
に
違
っ
て
い

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

政
権
交
代
や
国
の
財
政
赤
字
で
国
の
お
金
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県
か
ら
の
制
度
変
更
が

多
く
、
町
と
し
て
多
く
の
手
を
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
あ
さ
ぎ
り
町
は
合
併
し
て
間
も
な
く
、
多
く
の
施

設
や
資
産
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
費
用
を
ど
の
よ

う
に
抑
え
て
運
営
し
て
い
く
か
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
事
業

や
工
事
の
費
用
を
し
っ
か
り
精
査
し
な
い
と
、
町
民
の

皆
様
の
負
担
増
に
つ
な
が
り
ま
す
。
役
場
の
仕
事
は
か

な
り
の
部
分
が
事
務
的
な
仕
事
で
、
落
ち
着
い
て
業
務

を
行
え
る
職
場
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
実
は

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
変
更
へ
の
対
応
や
多
く
の
事
業
推
進

で
年
々
忙
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
長
に
就
任
す
る
と
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
、
人
吉
市
と
球
磨
郡
町
村
が
広
域
連
携
で
事
業

を
進
め
る
広
域
行
政
組
合
、
公
立
多
良
木
病
院
、
上

球
磨
消
防
組
合
、
森
林
組
合
、
川
辺
川
土
地
改
良
事

業
連
絡
協
議
会
、
く
ま
川
鉄
道
な
ど
、
町
の
代
表
と

し
て
役
員
に
就
任
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、

町
長
職
を
続
け
て
い
る
と
県
、
国
レ
ベ
ル
の
役
職
が

自
然
と
増
え
て
き
ま
す
。
今
私
が
受
け
て
い
る
役
職

は
、
国
道
２
１
９
号
線
改
良
期
成
会
会
長
、
熊
本
県

簡
易
水
道
協
会
理
事
、
道
路
整
備
促
進
全
国
期
成
会

理
事
、
熊
本
県
医
療
対
策
協
議
会
委
員
、
熊
本
県
地

域
医
療
支
援
機
構
評
議
員
な
ど
で
す
。

　

こ
の
様
な
会
合
に
出
席
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
に

見
え
て
い
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
見
え
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
私
は
民
間
企
業
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
通
信
事
業
に
携
わ
っ
た
事
が
あ
り
、

技
術
的
な
事
が
あ
る
程
度
分
か
る
こ
と
か
ら
、
使
い

方
や
費
用
に
つ
い
て
の
検
討
を
任
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

一
方
で
少
し
で
も
良
く
し
た
い
と
、
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
も

あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
す
れ
ば
、
町
長
と

い
う
立
場
だ
か
ら
見
え
て
き
て
当
然
、
そ
れ
を
あ
さ

ぎ
り
町
に
ど
う
活
か
し
て
く
れ
る
の
だ
、
と
い
う
事

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
町
村
が
将
来
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
た
日
本
創
生
会
議
レ
ポ
ー
ト
を
受
け
、国
も
『
ま
ち
、

ひ
と
、
し
ご
と
創
生
』
本
部
を
立
ち
上
げ
、
担
当
大

臣
を
置
き
、
地
方
に
仕
事
を
つ
く
り
人
を
残
す
こ
と

を
、
本
気
で
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
『
若
者

が
残
れ
る
町
』
そ
の
為
に
は
仕
事
づ
く
り
と
、
町
長

就
任
以
来
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
や

っ
と
国
レ
ベ
ル
の
大
き
な
動
き
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
国
は
市
町
村
が
こ
う
し
た
い
、
こ

う
い
う
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
、
独
自
の
強
い

計
画
を
出
し
た
と
こ
ろ
を
優
先
に
お
金
を
出
す
と
言

っ
て
お
り
、
市
町
村
間
の
競
争
が
激
化
し
そ
う
で
す
。

町
民
の
皆
様
か
ら
届
い
て
く
る
意
見
や
提
案
に
加
え
、

こ
れ
ま
で
に
見
え
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
、
役

場
職
員
や
議
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

あ
さ
ぎ
り
町
に
若
者
が
残
り
、
活
気
あ
る
町
に
し
て

行
く
の
か
が
、
正
念
場
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
、
寒
さ
も
本
格
的
と
な
り
ま
す
が
町
民
の
皆
様
、

ど
う
か
、
お
元
気
で
よ
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

あ
さ
ぎ
り
町
長　

愛
甲
一
典

こ 

ん
に
ち
は

町 

長
で
す
74

見
え
て
き
た
も
の
を

ど
う
活
か
す
か
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お
知
ら
せ

　
　◎本庁舎

総務課 ☎ 45-1111
企画財政課 ☎ 45-7211
税務課 ☎ 45-7212
町民課 ☎ 45-7213
会計課 ☎45-7224
保健環境課 ☎ 45-7216

　◎東庁舎

建設課 ☎ 45-7221
上下水道課 ☎45-7222
農林振興課 ☎ 45-7218
商工観光課 ☎45-7220
農業委員会 ☎45-7225
農業支援センター ☎ 45-1134

　◎総合福祉センター

福祉課　生活福祉 ☎ 45-7214
福祉課　高齢者支援 ☎ 45-7215
福祉課　地域包括支援センター
 ☎ 45-7231
福祉課　介護・障害認定審査会 
 ☎45-3920

　◎生涯学習センター
教育委員会 ☎45-7226

　◎各支所など

議会事務局 ☎ 47-0312
上支所 ☎ 47-0311
岡原支所 ☎45-2222
須恵支所 ☎ 45-1121
深田支所 ☎ 45-1133
しらがね寮 ☎45-6668
社会福祉協議会 ☎49-4505
学校給食センター ☎45-7232

ご用の方は担当課（直通）へ直接お
電話ください。( 土・日・祝祭日の
支所への電話は、役場本庁舎へ転送
されます）

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
汚
水
を
処
理
す
る
装
置
で
、
微
生
物
が

働
き
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ
う
に
維
持
管

理
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
次
の
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

①
保
守
点
検
を
行
う
（
浄
化
槽
の
機
能
を

正
常
に
保
つ
た
め
の
点
検
、
調
整
、
修

理
、
消
毒
剤
の
補
給
、
ブ
ロ
ワ
の
調
整

な
ど
を
行
う
こ
と
で
す
。）

②
清
掃
を
行
う
（
浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚

泥
な
ど
の
引
き
出
し
や
調
整
、
機
器
類

の
掃
除
・
洗
浄
な
ど
を
行
う
こ
と
で
す
。）

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

　

皆
さ
ん
へ

③ 

法
定
検
査
を
行
う
（
浄
化
槽
か
ら
の

放
流
水
の
水
質
に
関
す
る
検
査
の
こ
と

で
す
。
使
用
開
始
後
３
〜
８
カ
月
の
間

に
１
回
の
水
質
検
査
、
年
に
1
回
定
期

的
に
行
う
定
期
検
査
の
2
種
類
が
あ
り

ま
す
。）

　

管
理
が
不
十
分
だ
と
、
浄
化
槽
本
来
の

機
能
が
発
揮
さ
れ
ず
、
河
川
な
ど
の
水
質

汚
濁
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
川
や
海
を
汚

さ
な
い
た
め
に
、
３
つ
の
義
務
を
必
ず
守

り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課

☎
４
５-

７
２
２
２

浄化槽をお使い
の皆様へ！
「法定検査」を
受けましょう！

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
町
の
農
業
を

専
門
に
し
た
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
。あ
さ
ぎ
り
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
『
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
』
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
４
５-

１
１
３
４

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
事
後

評
価
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

　

平
成
26
年
８
月
18
日
か
ら
９
月
８
日
に

か
け
て
意
見
公
募
を
行
っ
た
、
都
市
再
生

整
備
計
画
事
業
（
あ
さ
ぎ
り
駅
前
地
区
）

事
後
評
価
原
案
の
評
価
を
公
表
し
ま
す
。

な
お
、
９
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
『
あ
さ

ぎ
り
町
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
評
価
委
員

会
』
で
の
審
議
で
は
、
事
後
評
価
全
般
に

わ
た
る
作
業
は
妥
当
で
あ
る
こ
と
の
確
認

を
受
け
る
と
と
も
に
、
原
案
へ
の
修
正
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

公
表
資
料
に
つ
い
て
は
、
商
工
観
光
課

ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
縦
覧
で
き

ま
す
。（
縦
覧
期
間
は
10
月
31
日
か
ら
１

年
間
）

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

☎
４
５-

７
２
２
０
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介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
一
度
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

事
前
の
申
し
込
み
、
参
加
費
は
不
要
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
９
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

場
所　

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
大
会
議
室

指
導
者　

運
動
普
及
推
進
員

用
意
す
る
も
の　

運
動
し
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
須
恵
地
区
転
倒
予
防
教
室
と
同
時
開
催

で
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
環
境
課　

☎
４
５-

７
２
１
６

楽
し
い
運
動
教
室
を
開
催
し

ま
す

　

12
月
１
日
（
月
）
〜
12
月
４
日
（
木
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

（
２
）
夜
間
検
査 

　

12
月
２
日
（
火
）、
12
月
４
日
（
木
）

　

午
後
５
時
〜
午
後
７
時

検
査
内
容
（
採
血
）

①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
エ
イ
ズ
検
査
）

②
性
感
染
症
（
梅
毒
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
）

検
査

③
肝
炎
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）
ウ
イ
ル
ス
検
査

検
査
会
場　

人
吉
保
健
所

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

人
吉
保
健
所

☎
２
２-

３
１
０
７

　

長
崎
税
関
で
は
、
12
月
に
『
年
末
特
別

警
戒
期
間
』
を
定
め
、
貨
物
検
査
な
ど
の

密
輸
の
取
り
締
ま
り
と
情
報
収
集
を
強
化

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
『
密
輸
に
関

す
る
情
報
』
が
密
輸
摘
発
の
貴
重
な
手
が

か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
話
や
う
わ
さ
を
耳
に
さ
れ
ま
し

た
ら
、
税
関
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

密
輸
ダ
イ
ヤ
ル
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０-

４
６
１-

９
６
１

　

病
気
で
体
調
を
崩
し
、
保
育
園
や
学
校

を
休
ん
で
安
静
が
必
要
な
子
ど
も
を
、
働

く
保
護
者
の
代
わ
り
に
看
護
師
と
保
育
士

が
お
預
か
り
し
ま
す
。 

対
象　

生
後
6
カ
月
か
ら
小
学
校
3
年
生

ま
で 

利
用
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
〜

午
後
5
時 

場
所　

公
立
多
良
木
病
院
内
（
旧
５
階
病

棟
西
側
）
ホ
ッ
と
館 

利
用
料
金　
１
日
２
，
０
０
０
円
、
半
日
１
，

０
０
０
円
（
午
後
5
時
以
降
（
最
大
延
長

午
後
６
時
ま
で
）
は
30
分
毎
に
５
０
０
円

の
延
長
料
金
が
必
要
（
２
人
目
以
降
は

２
５
０
円
）、
給
食
代
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

☎
４
５-

７
２
１
４

病
気
の
お
子
さ
ん
を
預
か
り

ま
す

平
成
27
年
度
住
民
健
診
希
望

調
査
と
変
更
点
の
お
知
ら
せ

の
み
、
次
年
度
よ
り
、
国
保
加
入
者
の
み

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。（
他
機
関
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
）
健
診
セ
ン
タ
ー
『
コ

ス
モ
』・
人
吉
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
加
入

保
険
に
関
係
な
く
希
望
で
き
、
日
赤
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
は
国
保
加
入
者
が
対
象
で

す
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
環
境
課　

☎
４
５-

７
２
１
６

　

11
月
中
旬
か
ら
、
次
年
度
の
住
民
健
診

の
希
望
調
査
書
を
全
世
帯
に
配
布
し
ま

す
。
町
の
健
診
を
希
望
さ
れ
る
人
も
希
望

さ
れ
な
い
人
も
、
12
月
3
日
（
水
）
ま
で

に
区
長
宅
ま
た
は
班
長
宅
に
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
調
査
書
類
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

次
年
度
の
が
ん
セ
ッ
ト
検
診
（
対
象
年
齢

40
〜
74
歳
）
の
変
更
点
に
つ
い
て

　

が
ん
セ
ッ
ト
検
診
の
委
託
機
関
の
中

で
、
高
野
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
の
対
象
者

　

最
近
「
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
」「
す
ぐ

疲
れ
る
」
な
ど
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
原
因
は
運
動
不
足
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
遊
び
な
が
ら
楽
し
み
な

が
ら
で
き
る
運
動
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
紹

無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
が

受
け
ら
れ
ま
す

12
月
は
年
末
特
別
警
戒
期
間
で

す

　

県
保
健
所
で
は
、『
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
』

前
後
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
拡
充
し
て
実
施
し

ま
す
。
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
免
疫
力
が
低
下
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
や
悪
性
の
腫
瘍
な
ど

が
現
れ
ま
す
。
感
染
か
ら
発
病
ま
で
数
年

の
潜
伏
期
が
あ
り
、
感
染
し
て
い
て
も
早

期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
発

病
を
予
防
し
た
り
、
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
切
な
人
へ
感

染
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
、
一
度
、
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。

日
時

（
１
）
午
前
検
査
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落
語
家　

桂
福
点
さ
ん
の
講
演
会

観
覧
者
募
集
！

　

全
盲
の
落
語
家
で
音
楽
療
法
士
の
桂
福

点
さ
ん
に
、
障
が
い
者
理
解
や
音
楽
療
法

な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
と
創
作
落
語
を
披

露
い
た
だ
く
『
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー

ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
16
日
（
火
）
午
後
1
時
か
ら

場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
10

階
パ
レ
ア
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

　

☎
０
９
６-
３
３
３-

２
２
３
７

　

人
吉
地
区
保
護
司
会
は
、
旧
須
恵
村
役

場
別
館
に
お
い
て
、
地
域
に
お
け
る
更
生

保
護
の
諸
活
動
拠
点
と
し
て
『
人
吉
地
区

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
を
開
所

し
ま
し
た
。

　

業
務
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
地
域
住
民
か
ら
の
犯
罪
・
非
行
に
関
す

る
相
談
の
窓
口

◆
関
係
機
関
・
団
体
に
情
報
を
提
供
し
連

携
を
図
る

◆
保
護
司
活
動
の
処
遇
に
関
す
る
支
援
お

よ
び
新
任
保
護
司
に
対
す
る
支
援

住
所　

〒
８
６
８-

０
４
５
１　

あ
さ
ぎ

り
町
須
恵
１
４
７
番
地
23

連
絡
先　

☎
４
５-

７
０
７
０

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

４
５-

７
０
７
１

受
付
時
間　

月
曜
〜
金
曜
日
（
土
日
祝
祭

日
は
休
み
と
な
り
ま
す
）
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分
（
保
護
司
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。）

　

皆
さ
ん
の
お
気
軽
な
相
談
な
ど
、
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

人
吉
地
区
更
生
保
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
４
５-

7
0
7
0

人
吉
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
ま
し
た
！

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ

で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国

の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
人
に
は
、
本
年
11
月
中
旬
に

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知
を
お
送

り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

熊
本
地
方
裁
判
所

☎
０
９
６-

2
4
1-

8
9
2
1

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講

生
を
募
集
し
ま
す

募　

集

　

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
現
在
働
い
て
い
る
人
、
定
年
退
職
者
、

育
児
を
終
え
た
人
、
ま
た
は
45
歳
以
上
で

再
就
職
の
た
め
に
準
備
を
し
て
い
る
人
な

ど
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

初
級
編
コ
ー
ス
（
募
集
人
員
20
人
）

応
用
編
コ
ー
ス
（
募
集
人
員
18
人
）

内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
楽
し
み
方
、
電
子
メ
ー
ル
、

デ
ジ
カ
メ
の
基
本
操
作
な
ど

日
時　

平
成
27
年
1
月
〜
３
月
（
土
曜
日

の
8
日
間
）
※
詳
し
い
日
程
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
講
料　

１
０
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
２
，
０
０
０
円
が
別
途
必
要
）

※
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
申
し
込
み
期
限
は

12
月
26
日
（
金
）
で
す
。

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２-

２
４
７
５

第
8
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験

教
室
の
お
知
ら
せ

日
時　

12
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

Ｊ
Ａ
熊
本
市
芳
野
支
店
駐

車
場
（
熊
本
市
西
区
河
内
町
東
門
寺

１
５
７
）

内
容　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
金
峰
山
拝
ヶ
石

で
元
気
を
も
ら
い
、
門
松
を
造
っ
て
よ      

い
年
を
迎
え
よ
う

募
集
定
員　

40
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
お
よ
び
資

料
代
）
小
学
生
３
０
０
円
、
幼
児
１
０
０

円

　

な
お
、
材
料
代
と
し
て
門
松
一
柱
ご
と

に
３
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法　
『
第
８
回
森
林
自
然
観
察
・

体
験
教
室
申
し
込
み
』、
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
ハ
ガ
キ

か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
12
月
17
日
（
水
）
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

〒
８
６
２-

８
５
７
０
（
住
所

記
載
不
要
）
県
森
林
保
全
課
み
ど
り
保

全
班　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
６-

３
８
５-

６
２
４
７

問
い
合
わ
せ　

県
森
林
保
全
課

☎
０
９
６-

３
３
３-
２
４
５
０
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◎メンタルヘルス相談
　１２月１０日（水）　午前
　心理士によるカウンセリングです。悩み、ス
トレスなど心や気持ちの問題かなと思ったらご
相談ください。

◎こころの健康相談
　１２月２６日（金）　午後
精神科医師が相談に応
じます。うつ、不眠、心の病気の対応、認知
症などの相談はお気軽にどうぞ。

問い合わせ
保健環境課　☎ 45-7216

健康相談日のお知らせ
　保健環境課では、精神科医師・心理士による
相談事業を毎月実施しています。ご自身や家族
の悩みなど、ご相談されてみませんか？　
　予約制で、秘密は厳守され、無料です。
（場所は免田保健センターです）

　あさぎり町社会福祉協議会では、弁護士による
法律相談を次のとおり実施します。お気軽にご相
談ください。
　予約制で秘密は厳守されます。
日時　１２月１０日（水）
　　　午後１時～午後４時
場所　須恵文化ホール
相談料　無料（予約後のキャンセルにつきまして
は、キャンセル料をご負担いただく場合があり
ますのでご了承ください）

相談時間　1 人につき 30分

次回は　１月１４日（水）に『白寿荘』を予定
しています

　

申込 ･問い合わせ
社会福祉協議会　
☎ 49-4505

無料法律相談所の開設について

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
通

し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

■
15
歳
以
上
の
人

　

1
科
目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

■
18
歳
以
上
の
人

　

大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の
人
は
、
入

学
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
、
4
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４

単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教

養
）
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

　

一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
人

に
は
『
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
』
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間
は
平
成
27
年
3
月
20
日
（
金
）

ま
で
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６-

３
４
１-

０
８
６
０

放
送
大
学
4
学
生
を
募
集
し
ま

す

■
推
薦
採
用
試
験

応
募
資
格　

平
成
10
年
4
月
2
日
〜
平
成

12
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子

受
付
期
限　

12
月
5
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　

※
締
め
切
り
日
必
着

試
験
日　

平
成
27
年
1
月
10
日
（
土
）
〜

12
日
（
月
）
の
間
の
指
定
す
る
1
日

試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
御
幸
浜
）

試
験
科
目　

①
口
述
試
験　

②
筆
記
試
験

③
身
体
検
査

■
一
般
採
用
試
験

応
募
資
格　

平
成
10
年
4
月
2
日
〜
平
成

12
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子

受
付
期
限　

平
成
27
年
1
月
９
日
（
金
）

ま
で　
　

※
締
め
切
り
日
必
着

試
験
日　

平
成
27
年
1
月
24
日
（
土
）

試
験
場
所　

熊
本
市
内
の
試
験
会
場

試
験
科
目　

①
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
英
語
（
中
学
校
卒
業
程
度
の
問
題
）

択
一
式　

②
作
文　

５
０
０
文
字
程
度

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本

部
人
吉
地
域
事
務
所

☎
２
２-

４
７
０
４

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
　
　
　
　

生
徒
採
用
試
験
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次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ
さ
ぎ
り
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
芳
志
に
添
う
よ
う
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町

の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

（
平
成
26
年
10
月
１
日
〜
10
月
末
日
受
付
分
ま

で
）
※
敬
称
略

校
区　
　

寄
附
者　
　
　

故
人
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health information

休日在宅当番医　（町のホームページでも検索できます）
期　日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

12月  7日 仁田畑クリニック
（多良木町） ☎ 42-1123

脳神経外科小林クリニック
（錦町） ☎ 38-5670

たかはし小児科内科医院
（人吉市） ☎ 24-2222

12月14日 東病院
（あさぎり町） ☎ 45-5711

増田耳鼻咽喉科クリニック
（あさぎり町） ☎ 45-8001

公立多良木病院小児科
（多良木町） ☎ 42-2560

12月21日 犬童耳鼻咽喉科
（多良木町） ☎ 43-0777

岩井クリニック
（あさぎり町） ☎ 49-2181

やまむら医院
（あさぎり町） ☎ 45-0005

12月23日 桑原医院
（あさぎり町） ☎ 45-0205

犬童内科胃腸科医院
（あさぎり町） ☎ 45-1125

球磨村診療所
（球磨村） ☎ 32-0377

増田クリニック小児科
（人吉市） ☎ 22-3570

＊診療時間は午前９時から午後５時までとなります。なお、諸事情により変更の場合がありますので受診時は医療機関にご確認ください。

休日在宅当番薬局　（町のホームページでも検索できます）
期　日 当　番　薬　局 そ　　の　　他

12月  7日
ひご薬局多良木店（多良木町）　　　　☎ 49-1011 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
百太郎薬局（錦町）　　　　　　　　　☎ 28-8123

12月14日
岡原けんこう堂薬局（あさぎり町）　　☎ 45-6023 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
きりん薬局岡原店（あさぎり町）　　　☎ 45-1279 多良木いちご薬局（多良木町）　　　　　☎ 42-6888

山口薬局（多良木町）　　　　　　　　　☎ 42-2123

12月21日
きりん薬局原田店（多良木町）　　　　☎ 42-6900 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
おかざき薬局（あさぎり町）　　　　　☎ 49-2905 エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町）☎ 45-6330

12月23日
エスエス堂薬局吉井店（あさぎり町）　☎ 45-6055 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
くるみ薬局（あさぎり町）　　　　　　☎ 49-9630

＊諸事情により変更の場合がありますのでご確認ください。

12月

☆年末年始の休日在宅当番医、当番薬局は広報あさぎり平成 27年１月号に
　掲載します

◆交通事故の発生状況（1 月 1 日から 10 月末日まで）
町村別事故発生状況管内の事故情勢
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人身事故件数 死者数 負傷者数

平成 25年 50件 1人 71人

平成 26年 37件 2人 41人

前年比 － 13 件 1人 － 30 人

当月件数 4件 1人 3人
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日 月 火 水 木 金 土

母子健康手帳交付
免田保健センター
（9:00～9:20受付）
年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

上転倒予防教室
白寿荘（9:30 ～）
麦の穂会
免田保健センター
（10:00 ～）

年金相談
錦町社会福祉協議会（温泉センター）
（9:00 ～ 17:00 予約制）
上校区シニア料理教室
上議場調理室（9:30～）

ヘルスクッキング
せきれい
せきれい館（9:30 ～）
年金相談
人吉市消費生活センター
（9:40 ～ 16:20 予約制）
腹部超音波再検査
免田保健センター
（9:00 ～）

ウィンターライト
フェスティバル
2014
駅前中央広場
（15:00 ～）

リサイクルの日
（岡原）

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

須恵転倒予防教室
須恵文化ホール
（13:30 ～）
子育てサロン上会場
旧上村役場（9:30 ～ 11:30）

年金相談
多良木町多目的研修
センター（9:00～
17:00　予約制）
無料法律相談
岡原保健センター
（13:00～16:00予約制）
メンタルヘルス相談
免田保健センター
（10:00 ～予約制）

深田転倒予防教室
せきれい館
（13:30 ～）

年金相談
人吉市消費生活センター
（9:40 ～ 16:20 予約制）
免田校区シニア料理教室
免田保健センター（9:00～）
育児相談
免田保健センター
（14:30 ～ 16:00）

リサイクルの日
（免田）

年金相談
人吉市消費生活センター
（9:00 ～ 17:00 予約制）
母子健康手帳交付
免田保健センター
（9:00～9:20受付）

岡原校区シニア料理教室
岡原保健センター（9:00～）
上転倒予防教室
白寿荘（9:30～）
岡原転倒予防教室
岡原保健センター（13:30 ～）

年金相談
錦町社会福祉協議会
（温泉センター）
（9:00 ～17:00　
予約制）

男性料理教室
免田保健センター
（9:30 ～）
年金相談
人吉市消費生活センター
（9:40 ～ 16:20 予約制）

　　　

リサイクルの日
（上）

第 62回球磨一周
市町村対抗熊日駅
伝大会

　　　

深田校区シニア料
理教室
せきれい館（9:30～）
さくら会
免田保健センター
（10:00 ～）
公共料金（12月分）
口座振替日
年金相談
人吉市消費生活センター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

　　　天皇誕生日

年金相談
多良木町多目的研修
センター（9:00～
17:00　予約制）
町内小・中学校終
業式

公共料金（12月分）
納期限

こころの健康相談
免田保健センター
（13:30 ～予約制）
年金相談
人吉市消費生活センター
（9:40 ～ 16:20 予約制）

リサイクルの日
（須恵・深田）
消防団年末警戒
（～ 30日）

公共料金（12月分）についてのお知らせ
【介護保険料、国民健康保険税（第６期）、固定資産税（第３期）、町営住宅使用料】
　　口座振替日　　12月 22日（月）　　納　期　限　　12月 25日（木）
　【保育料】
　　口座振替日　　12月 22日（月）　　納　期　限　　12月 26日（金）
　【上下水道使用料】
　　口座振替日　　12月 25日（木）　　納　期　限　　1月５日（月）

年金相談予約先（八代年金事務所　☎0965-35-6123）
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◎総合福祉センター

福祉課　生活福祉

福祉課　高齢者支援

福祉課　地域包括支援センター

福祉課　介護・障害認定審査会

◎本庁舎

総務課
企画財政課
税務課
町民課
会計課
保健環境課

◎生涯学習センター
教育委員会 

◎東庁舎

建設課
上下水道課
農林振興課
商工観光課
農業委員会
農業支援センター

各課の電話番号はＰ 22をご覧ください
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         　あさぎり町の人口（10月１日現在）
総数：16,292（－4）人／世帯数：5,900（４）戸／男：7,635（－２）人／女：8,657（－２）人

　最近は寒さが厳しくなり、朝も布団から
なかなか出られません。我が家には猫が２
匹いて、今はぬくぬくと部屋の中で生活し
ていますが、どちらも捨て猫出身。外で野
良猫を見ると、この厳しい寒さの中、寝床
はどうしているのかと気になってしまい
ます。そんなことを考えるとつい我が家の
猫を甘やかしてしまい、今日も布団とコタ
ツの真ん中を取られ、人間は隅に…。先日
の動物フェスタで里親探しが行われてい
ましたが、寒さがもっと厳しくなる前に、1
匹でも多くの野良犬・猫たちの里親が見つ
かればいいなぁと思います。     （あんず）

　中体連駅伝大会で、『区間賞』と知り泣きく
ずれて喜ぶ選手を見ました。毎日毎日練習を
積み重ねてきた結果の区間賞。一生の思い出
ですね。おめでとうございます。　　     （M）

　朝晩、随分と冷え込むようになりましたね。 
　昼間の日の当たる場所は、汗ばむぐらいあ
るので、体調管理には気をつけましょうね～！

『バッタも冬支度 ?!』

あさぎり町のホームページアドレス
http://www.asagiri-town.net/

ここを
　クリック

町ホームページでは、
あさぎり町の一日の出
来事を写真でご紹介し
ています。

今月の１枚
～『今日のあさぎり町』より～

今月の今月の
レシピレシピ

エネルギー　232kcal
たんぱく質　　16.3g

資質　　12.6g

献立名　
ミートローフ

　玉ねぎ 25ｇ 100ｇ
　プロセスチーズ 15ｇ 60ｇ
　合いびき肉 50ｇ 200ｇ
　塩 0.4ｇ 1.6ｇ
　こしょう 少々 少々
　卵 1/8個 1/2個
　パン粉 大さじ1/2 大さじ2
　ミックスベジタブル 30ｇ 120ｇ

Ａ
　トマトケチャップ 大さじ1/4 大さじ1

　　とんかつソース 大さじ1/4 大さじ1
　サラダ菜 1枚 4枚
　ミニトマト 2個 8個

材　料 1 人分 4人分

　ハンバーグよりも見た目が華やかで、たねも
柔らかでしっとりしています。

①玉ねぎはみじん切り、チーズは角切りにする。
②合いびき肉は塩・こしょう、卵を加え粘りが
出るまでよくこね、パン粉、さっと茹でたミッ
クスベジタブル、①を加えて混ぜ、空気を抜
くようにまとめる。

③②をアルミホイルで筒状に包み、蒸し器に水
を入れ、中火で 20 分ほど蒸す。中まで火が
通ったら取り出し、蒸し汁は取っておく。

④③のアルミホイルをはがし、熱したフライパ
ンで表面を焼き付け切りわける。

⑤④のフライパンに③の蒸し汁とAを合わせて
火にかけ、ソースを作る。④とサラダ菜、ミ
ニトマトを盛りつけソースを添える。

作り方

H26.10.24


